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特集／ICFと作業療法
ICF と作業療法における活用   石川県立高松病院　村 井 千 賀
活動と参加に貢献する作業療法について 
―生活行為向上マネジメント事例の分析から   秋田労災病院　田 村 　 大，他

ICFと作業療法―作業療法士養成教育の今後の展望   藤田医科大学　鈴 木 孝 治
環境因子としての福祉用具を ICFの考え方で捉える   北九州市保健福祉局　宮 永 敬 市
コラム：幸せな環境因子「介助犬」―対象者の可能性を引き出すために   大阪保健医療大学　吉 田 　 文，他
コラム：海外の補助犬事情と介助犬トレーナー養成に作業療法士は 
どうかかわれるか   山口コア学園 山口コ・メディカル学院　窪 田 高 志

コラム：介助犬訓練における作業療法士のかかわり   東京福祉専門学校　徳 備 夏 子
講座　感覚の問題に注目しよう！　第 3回
自閉スペクトラム症における感覚の問題の位置づけと医学的対応  
  国立精神・神経医療研究センター　熊 崎 博 一

コラム：自分の思いを伝えることが苦手だった彼女が， 
主体的に感覚過敏に取り組んだ過程   東北文化学園大学　野 間 沙 花

連載　老いを育む　第 5回
うつ病と認知症   淀川キリスト教病院　柏 木 哲 夫

連載　作業療法を深める　第 46回
「ともに」創造する難しさ   九州大学大学院　平 井 康 之
認知症と仏教　第 10回
  NPO法人リライフむつみ庵　日 髙 　 明
わたしの大切な作業　第 30回
夫婦でゴルフ   精神科医　大 野 　 裕
症例報告
慢性期片麻痺上肢へのボツリヌス治療と促通反復療法併用で役立つ手まで 
改善した 1例   富山西リハビリテーション病院　吉 村 裕 子，他

プラクティカルノート
ギラン・バレー症候群患者に対するセラチューブを用いた 
簡易腕保持装具の考案   昭和大学藤が丘リハビリテ－ション病院　渡 部 喬 之，他

※都合により内容に変更がある場合がありますのでご了承ください．
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